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AXIS Q1755 インス トールガイド

このインス トールガイ ドでは、 AXIS Q1755 ネッ ト ワークカ メ ラ （以下、 ネッ ト ワークカ メ ラ）

をお使いのネッ ト ワークにインス トールする手順について説明しています。ネッ ト ワークカメ ラ
の設定などに関する説明については、ユーザーズマニュアルを参照して ください。ユーザーズマ
ニュアルは、 製品に付属の CD または Axis のホームページ （www.axiscom.co.jp） からご覧いた

だけます。

インストール手順

1. パッケージの内容物を確認します。

2. ネッ ト ワークカメ ラの各部の名称について確認します （3 ページ）。

3. ネッ ト ワークカメ ラの設置方法について説明しています （7 ページ）。

4. IP アドレスを設定します （8 ページ）。

5. パスワードを設定します （11 ページ）。

パッケージの内容

! 重要！

本製品はお使いになる国の法律および規制にしたがって使用して く ださい。

名称 備考

AXIS Q1755

ターミナルコネクタ I/O コネクタ ： 4 ピン× 1
電源コネクタ ： 3 ピン× 1
RS-485/422 コネクタ ： 2 ピン× 2

カ メラスタンド

AXIS Network Video CD v1.3J 以降 ユーザーズマニュアル （PDF 形式） を収録

インストールガイド 本書

保証書
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ハードウェアの概要

! 重要！

AXIS Q1755 を屋外で使用する際は、 必ずハウジングに収容するようにして く ださい。

Network インディケータ

Status インディケータ

コン ト ロール
ボタン

電源コネクタ

Power インディケータ

AUDIO OUT

マイクロフォン

I/O コネクタ

RS-485/422 
コネクタ

AUDIO IN

SD メモリーカードスロッ ト

ネッ トワークコネクタ

付属のスタンドを取り付ける
ための穴

製品番号 （P/N）

シリアル番号 （S/N）

注意 ：

AXIS Q1755 は、通常 Axis のロゴが下側に く る
状態で設置するよう設計されています。

VIDEO OUT
Y, Pb, Pr/CVBS

CVBS ボタン
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各種コネクタ

ネッ トワークコネクタ  - 一般的な RJ-45 コネク タを利用してネッ ト ワークに接続します。 PoE
（class 3）を利用してネッ ト ワーク経由で電源を供給するこ と もできます。シールド付ネッ ト ワー

クケーブル （STP） の使用をお勧めします。

AUDIO IN - モノ ラルマイ ク ロフォン、またはラインインモノ ラル信号 （ステレオ信号の場合は左

チャンネルだけを使用） のための 3.5mm ソケッ トです。

AUDIO OUT - 音声出力 （ラインレベル） には、 アンプ内蔵スピーカや PA システムを接続するこ

とができます。 また、 ヘッ ドフォンを接続するこ と もできます。 この端子への接続には、 ステレ
オコネクタを使用して ください。

VIDEO OUT - コンポーネン ト ビデオまたはコンポジッ ト ビデオ信号

を出力するための RCA コネク タです。

• コンポーネン ト ビデオ出力 - HDTV 対応モニターに接続する場合に

使用します （常時利用可）。

• コンポジッ ト ビデオ （CVBS） - ビデオモニターに映像を出力します。

モニターで確認しながら、 カ メ ラ位置を調節することができます。

注意 ： カ メラ設置の際の一時的な機能です。詳し くは、7 ページ 「コンポジッ ト ビデオ出力 （オプシ ョ

ン）」 を参照して ください。

RS-422/RS-485 コネクタ  - パン / チルト / ズームデバイスなどの機器をコン ト ロールするための

RS-485/422 インターフェイスです。

RS-485/422 ポートは、 以下のよ うに設定するこ とができます。

• 双方向RS-485半二重ポート（2線）、RX/TXペア1つを利用してデータ転送を行う。

• 双方向 RS-485 全二重ポート （4 線）、RX ペアと TX ペア 1 つずつを利用してデー

タ転送を行う。

• 単方向 RS-422 ポート （2 線）、 RX- または TX ペアを利用してデータ送信と受信

を行う。

• 双方向 RS-422 全二重ポート （4 線）、RX ペアと TX ペア 1 つずつを利用してデー

タ転送 （point-to-point） を行う。

SD メモリーカードスロッ ト  - SD/SDHC メモ リーカードを利用して、録画データをローカルに保

存します。

レンズ - 市販の広角 / 望遠アダプタレンズや、 レンズフ ィルタ、 レンズアダプタの取り付けが可

能です （取り付けネジ径・ ピッチ ： M37x0.75）。 デフォルトで取り付けられているカバーを取外

し、 アダプタをカ メ ラのケーシングにしっかり と取り付けて ください。

機能 ピン 備考

RS 485/422TX （A） 1 RS-422 と RS-485 （4 線） の TX ペア

RS 485/422TX （B） 2

RS-485A alt RS-485/422RX （A） 3 すべてのモード （2 線 RS-485 用の RX/TX） ペア

RS-485B alt RS-485/422RX （B） 4

 4  3 2 1

RS-485/422

RX/TX TX



5ハードウェアの概要
電源コネクタ  - 3 ピンのターミナルコネクタ。 8 ～ 20V DC または 20 ～ 24V AC
に対応しています。 別売りの外部電源アダプタ （PS-P T-C） を接続して電力を供

給するこ とができます。

I/O コネクタ  - モーシ ョ ン検知やアラーム通知などのアプ リ ケーシ ョ ン と と もに

使用するこ とができます。 AXIS Q1755 は DC 電源の補助的なインターフェイス

と、 入力または出力と して設定可能な 2 つのピンを備えています。

• デジタル出力 - リレーや LED などの外部デバイスを接続します。接続されたデバ

イスは、 ［Live View］ ページ上に表示される出力ボタンや ［Event Type］ を利用

してアクテ ィブにすることができます。 アラームデバイスなどが動作したとき、 ［Events］ - ［Port
Status］ で出力の状態が 「active」 と表示されます。

• デジタル入力 - ドアスイッチなど、 状態の切り替え （Open circuit/Closed circuit） が可能なデバイ

スを接続するための入力です。 信号を受け取ると状態が変化し、 ［Events］ - ［Port Status］ で入力

の状態が 「active」 と表示されます。

機能 ピン 説明 仕様

GND 1 Ground

3.3V DC 電源 2 補助デバイスに電源を供給することができます。

注意 ： このピンは電源出力として使用して ください。

最大負荷 = 250mA

入力 / 出力 3 ～ 4 デジタル入力 - 動作させるには GND と接続します。 無

効にする場合はフロート状態 （または未接続） と して く

ださい。

最低 = -40V DC
最大 = +40V DC

デジタル出力 - オープンドレイン ト ランジスタ （NFET）
を内蔵し、 GND に接続されています。 電流はピン 2 を

使用して ください。外部リレーとともに使用する場合は

過度電流を避けるためにダイオードを負荷と並列に接

続する必要があ り ます。 初期状態の設定は ［System
Options］-［Ports & Devices］-［I/O Ports］で設定できます。

最大負荷 = 100mA
最大電圧 = +40V DC 

+ ~
~

1 2 3 4
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ターミナルコネクタの回路図

インディケータ

名称 色 説明

Network
（NET）

緑色 100Mbps ネッ トワークに接続されています。 緑色で点滅してネッ トワーク

アクテ ィビテ ィ を示します。

オレンジ色 10Mbps ネッ トワークに接続されています。 オレンジ色で点滅してネッ ト

ワークアクテ ィビテ ィ を示します。

消灯 ネッ トワークに接続されていません。

Status 緑色 正常動作時に、 緑色で点灯します。

注意： Status インディケータは、ユーザがネッ トワークカ メラにアクセスし

ている時に一定の間隔で点滅されたりするこ とができます （ ［Setup］ -
［System Options］ - ［LED］）。

オレンジ色 ネッ トワークカ メ ラの起動中、 工場出荷時の状態へのリセッ ト中、 および

バックアップ時の状態に復元している時にオレンジ色で点灯します。

赤色 低速で赤色で点滅している場合は、ファームウェアのアップグレードが正し

く行われていません。 リカバリーを行って ください。 （ユーザーズマニュア

ルの 「ト ラブルシューテ ィング」 を参照）。

Power
（PWR）

緑色 正常に動作しています。

オレンジ色 ファームウェアのアップグレードを行っている間、緑とオレンジ色で交互に

点滅します。

AXIS Q1755 1

2

D

S

G

3.3V

I/O 3 （入力と して設定）

例 ： プッシュボタン

I/O 4 （出力として設定）

3.3V、 最大 250mA
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ネッ トワークカメラの設置

ネッ ト ワークカメ ラにスタンドを取り付け、ネッ ト ワークカメ ラを設置する天井 / 壁の素材に適

したネジを利用してスタンド部を設置面に固定します。 AXIS Q1755 は、通常 Axis のロゴが下側

にく る状態で設置するよ う設計されています。

ケーブルを接続する

1. 必要に応じて、 アラームデバイスなどの外部デバイスをネッ ト ワークカメ ラの I/O コネク タ

に接続します。 I/O コネク タのピン配列については、 5 ページ 「I/O コネク タ」 を参照して く

ださい。

2. 必要に応じて、アクティブスピーカーや外部マイ クロフォンを AUDIO IN/OUT コネク タに接

続します。

3. シールド付ネッ ト ワークケーブルを利用して、 ネッ ト ワークカメ ラをネッ ト ワークに接続し
ます。

4. 以下のいずれかの方法を利用して、 ネッ ト ワークカメ ラの電源を入れます。

• PoE （Power over Ethernet、Class 3） を利用する。お使いのハブが PoE に対応している場合、LAN
ケーブルを接続するだけで電源が入ります。

• 電源コネクタに外部電源アダプタを接続する。 詳し くは、 5 ページ 「電源コネクタ」 を参照し

て ください。

5. Power、 Status、 Network インディケータの状態を確認してください。 インディケータの詳

細については、 6 ページ 「インディケータ」 を参照して ください。

コンポジッ ト ビデオ出力 （オプシ ョ ン）

ビデオモニターにビデオ信号を出力するこ とで、 カ メ ラ設置の
際にネッ ト ワークカメ ラの画像をモニターで確認しながら設置
するこ とができます。

1. 7 ページ 「ケーブルを接続する」 の手順にしたがってネッ ト

ワークカメ ラをネッ ト ワークに接続して ください。

2. コンポジッ ト ビデオケーブルを利用して、 ビデオモニターの入力と AXIS Q1755 の VIDEO
OUT の Pr/CVBS コネク タ （赤色） を接続します。 

3. CVBS ボタンを 5 秒程押し続け、 ビデオコンポジッ ト出力 （インス トールモード） に切り替

えて ください。

注意 ： AXIS Q1755 のインストールモードは約 2 分間継続します。その後、自動的にコンポーネン ト ビ

デオに切り替わります。 インス トールモードを延長する場合は、 CVBS ボタンをも う一度押し

て く ださい。

4. モニターで映像を確認しながら、 ネッ ト ワークカメ ラの位置や向きを調節します。

5. コンポジッ ト ビデオケーブルを抜いてモニターを取り外します。

CVBS ボタン 

Pr/CVBS 
コネクタ
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コンポーネン トビデオ出力

AXIS Q1755 の映像を HDTV 対応のビデオモニターに直接表示する場合は、 以下の手順にした

がってケーブルを接続してください。 コンポーネン ト ビデオ出力は、ネッ ト ワークカメ ラの電源
が入っている間は常時使用できます。

1. 7 ページ 「ケーブルを接続する」 の手順にしたがってネッ ト ワークカメ ラをネッ ト ワークに

接続して ください。

2. コンポーネン ト ビデオケーブルを利用して、 HDTV 対応モニターの入力と AXIS Q1755 の

VIDEO OUT の Y、 Pb、 Pr/CVBS コネク タを接続します。

続いて、 8 ページ 「IP アドレスの設定」 に進んでください。

IP アドレスの設定

ネッ ト ワーク上でネッ ト ワークカメ ラにアクセスできるよ うにするには、 まず IP アドレスを設

定する必要があ り ます。

Windows 環境では、 AXIS IP Utility または AXIS Camera Management をご使用ください。 こ

れらは無償のソフ ト ウェアで、 製品に付属の CD に収録されています。 また、 Axis のホームペー

ジからダウンロード してご利用いただけます。

注意 ： • DHCP サーバによる IP アドレスの自動割り当てを行う こともできます。 この場合は、 DHCP
サーバ側の管理ページにアクセスしてネッ トワークカメ ラに設定された IP アドレスを確認

して く ださい。 詳し くは、 DHC サーバに付属のマニュアルを参照して ください。 また、 ネッ

トワーク管理者に相談するようにして く ださい。

• ネッ トワークカメ ラのデフォルトの IP アドレスは、 192.168.0.90 に設定されています。

• IP アドレスの設定が行えない場合は、ファイアウォールによって設定が妨げられていないか

どうか確認して ください。

• IP アドレスの他の設定方法については、 ユーザーズマニュアルを参照して く ださい。

推奨システム オペレーティングシステム

AXIS IP Utility 
9 ページを参照

少数のネッ ト ワーク カ メ ラのインス

トールに適しています。
Windows XP
Windows Vista
Windows Server 2003

AXIS Camera Management
10 ページを参照

多数のネッ ト ワーク カ メ ラのインス

トール、 および異なるサブネッ ト上の

カ メ ラのインス ト ールに適していま

す。
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AXIS IP Utility を利用する （1 台のカメラ / 小規模インストール向き）

AXIS IP Utility は、 ローカルネッ ト ワーク上のネッ ト ワークカ メ ラを検出して一覧に表示する

Windows 専用ユーティ リ ティ ソフ ト ウェアです。 また、 AXIS IP Utility を利用して手動で固定

の IP アドレスを設定したり、ネッ ト ワークカメ ラの内部 Web ページにアクセスするこ とができ

ます。

AXIS Q1755 は、AXIS IP Utility が動作しているコンピュータ と同じネッ ト ワークセグメン ト （物

理サブネッ ト ） にインス トールする必要があ り ます。

AXIS IP Utility の自動検出機能を使ってアクセスする場合

1. ネッ ト ワークカメ ラがネッ ト ワークに接続され、 電源が入っているこ とを確認します。

2. AXIS IP Utility を起動します。 一覧から設定を行うネッ ト ワークカメ ラを選択し、 ダブルク

リ ッ ク します。こ こで右ク リ ッ ク してシ ョート カッ ト メニューから ［IP アドレスを設定する］

を選択する と、 固定の IP アドレスを設定するこ と もできます。

3. 11 ページを参照して、 管理者用のパスワードを設定して ください。

AXIS IP Utility を使って手動で IP アドレスを割り当てる場合

1. ネッ ト ワークカメ ラに設定する未使用の IP アドレスをネッ ト ワーク管理者から入手します。

2. ネッ ト ワークカメ ラがネッ ト ワークに接続され、 電源が入っているこ とを確認します。

3. AXIS IP Utility のツールボタンから   をク リ ッ クするか、 ［ツール］ メニューから ［シ リ

アル番号を利用して IP アドレスを設定する］ を選択します。ネッ ト ワークカメ ラのシ リ アル

番号と設定する IP アドレスをそれぞれ入力します。

4. ［IP を設定］ をク リ ッ ク し、2 分以内にネッ ト ワークカメ ラの電源を抜き差しして再起動して

ください。 PoE を利用している場合は、 ネッ ト ワークケーブルを抜き差しして ください。

5. IP アドレスが正し く設定される と、 メ ッセージが表示されます。 ［OK］ をク リ ッ ク してメ ッ

セージを閉じます。

6. AXIS IP Utility の ［ホームページ］ をク リ ッ クする と、ネッ ト ワークカメ ラの内部 Web ペー

ジにアクセスします。

7. 11 ページを参照して、 管理者用のパスワードを設定して ください。
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AXIS Camera Management （複数台のカメラ / 大規模インストール向き）

AXIS Camera Management はネッ ト ワーク上の Axis ビデオ製品を自動的に検出し、 IP アドレス

の設定、接続ステータスの表示、 ファームウェアのアップグレードなどを複数台のデバイスに対
して行う こ とができるソフ ト ウェアです。AXIS Camera Management はネッ ト ワークカメ ラに付

属の CD に収録されています。 また、Axis のホームページ （www.axiscom.co.jp） からダウンロー

ド してご利用いただけます。

IP アドレスを設定する

1. ネッ ト ワークカメ ラがネッ ト ワークに接続され、 電源が入っているこ とを確認します。

2. AXIS Camera Management を起動します。 一覧から設定を行うネッ ト ワークカメ ラを選択

し、 ［Assign IP］ ボタンをク リ ッ ク します。 

3. ［Assign the following IP address］オプシ ョ ンの各欄に、ネッ

ト ワークカメ ラに設定する IP アドレス （IP address）、 サブ

ネッ トマスク （Subnet mask） 、 デフォル トルータ （Default
router） の値を入力します。

4. ［OK］ をク リ ッ ク します。

5. 結果が ［Result］ ウ ィ ン ド ウに表示されます。 ステータ ス

（Status） が OK と表示されていれば、 IP アドレスの設定が完

了しています。 ［Close］ ボタンをク リ ッ ク して、 ウ ィンド ウを閉じます。

6. IP アドレスの設定が完了したネッ ト ワークカメ ラを右ク リ ッ ク し、 ［Live View Homepage］
をク リ ッ ク します。

7. 11 ページ を参照して、 管理者用のパスワードを設定して ください。
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複数台のデバイスの IP アドレスを設定する

AXIS Camera Management を利用する と、 特定の IP アドレスの範囲を指定してその中から利用

可能な IP アドレスを複数台のデバイスに割り当てるこ とができ、 設定作業を迅速化するこ とが

できます。

1. IP アドレスを設定する複数のデバイス （異なるモデル同士でも

可） を Shift キーを使って一覧から選択し、 ［Assign IP］ ボタ

ンをク リ ッ ク します。

2. デバイスが使用する利用可能な IP アドレスの範囲、 サブネッ

ト マスク、 デフォル トルータを入力します。

3. ［Update］ ボタンをク リ ッ ク します。指定した IP アドレスの範

囲内から AXIS Camera Management は利用可能な IP アドレ

スを自動的に検出します。 検出された IP アドレスをそのまま

設定する場合は、 ［OK］ を ク リ ッ ク します。 編集する場合は、

［Edit］ をク リ ッ ク します。

注意 ： AXIS Camera Management の使用方法についての詳細は、 ［Help］ - ［AXIS Camera Management
Help］ をご覧ください。

パスワードの設定

製品にアクセスするには、 まず管理者 （root） 用のパスワードを設定する必要があ り ます。 パス

ワードの設定は、ネッ ト ワークカメ ラに初めてアクセスした際に表示される設定画面で行う こ と
ができます。

管理者用パスワードの設定を安全に行うために、 HTTPS を利用するこ とができます。 HTTPS を

利用する場合は、 次の 「HTTPS 接続を利用してパスワードを設定する」 を参照して ください。

1. ネッ ト ワークカメ ラの内部Webページに初めてアク

セスする と、パスワードの設定画面が表示されます。

2. ［Password］ フ ィールドにパスワードを入力します。

確認のため、 ［Confirm password］ フ ィールドに同

じパスワードを入力して ［OK］ をク リ ッ ク します。

3. ネッ ト ワークカメ ラへのログオン画面が表示されま
す。 ユーザ名に root と入力します。

4. 手順 2 で設定したパスワードを入力して ［OK］ をク

リ ッ ク します。パスワードを忘れてしまった場合は、
ネッ ト ワークカメ ラを工場出荷時の状態にリセッ ト
する必要があ り ます。

5. AMC （AXIS Media Control） をインス トールする画面が表示された場合は、 ［はい］ をク

リ ッ ク してインス トールを行って ください。 AMC のインス トールを実行するには、 インス

トールするコンピュータに管理者権限を持つユーザでログオンしている必要があ り ます。

6. ネッ ト ワークカメ ラの ［Live View］ ページが表示されます。 続いて、 13 ページ 「ビデオス

ト リームにアクセスする」 に進んでください。
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HTTPS 接続を利用してパスワードを設定する

下記の手順にしたがって、 HTTPS 接続を利用したパスワードの設定を行って ください。

1. ［Create self-signed certificate］ ボタンをク リ ッ ク します。

2. 自己署名証明書の作成画面が表示されます。 必要な情報を入力して ［OK］ を ク リ ッ ク しま

す。 証明書の作成状況を示すウ ィンド ウが表示されます。

3. 証明書の作成が終了した後は、 ブラウザのメ ッセージにしたがって HTTPS 証明書をインス

トールして ください。

4. Web ブラウザを再起動してから、 HTTPS でネッ ト ワークカメ ラにアクセスします （https://
ネッ ト ワークカメ ラの IP アドレスまたはホス ト名 / とい う書式でアドレスを入力します）。

この時点で、 ネッ ト ワークカメ ラ との ト ラフ ィ ッ クの暗号化が開始されます。

5. パスワードの設定画面が表示されます。 ［Password］ フ ィールドにパスワードを入力し

ます。確認のため、［Confirm Password］ フ ィールドに同じパスワードを入力して ［OK］
をク リ ッ ク します。

6. AMC （AXIS Media Control） をインス トールする画面が表示された場合は、 ［はい］ をク

リ ッ ク してインス トールを行って ください。 AMC のインス トールを実行するには、 インス

トールするコンピュータに管理者権限を持つユーザでログオンしている必要があ り ます。

7. ネッ ト ワークカメ ラの ［Live View］ ページが表示されます。 続いて、 13 ページ 「ビデオス

ト リームにアクセスする」 に進んでください。

注意 ： • HTTPS （Hypertext Transfer Protocol over SSL） はブラウザとサーバ間のト ラフ ィ ッ クを暗号化

するためのプロ ト コルです。 HTTPS 証明書は暗号化された情報の受け渡しをコン ト ロールし

ます。

• デフォルトの管理者ユーザ （root） は削除することはできません。

• パスワードを忘れてしまった場合は、ネッ トワークカ メラを工場出荷時の状態にリセッ トす

る必要があります。 詳し くは、 13 ページを参照して ください。

このボタンをク リ ッ ク して
HTTPS 証明書を作成します。

Common name （コモンネーム）
と Validity （有効期間） を設定
します。

管理者ユーザ用のパスワードを
HTTPS を利用して設定します。
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ビデオスト リームにアクセスする

パスワードの設定が完了し、 ネッ ト ワークカ メ ラにログオンする と ［Live View］ ページが表示

されます。 ［Setup］ リ ン クをク リ ッ ク して、 各種設定を行って ください。 設定の詳細について

は、 ユーザーズマニュアルを参照して ください。

工場出荷時の状態にリセッ トする

以下の方法を利用して リセッ ト を行う と、IP アドレスを含むすべてのパラ メータが工場出荷時の

状態にリセッ ト されます。

1. ネッ ト ワークカメ ラの電源を切って ください。 PoE を利用して電源を供給している場合は、

ネッ ト ワークケーブルを取り外して ください。

2. コン ト ロールボタンを押しながらネッ ト ワークカメ ラの電源を入れます。

3. Status インディケータがオレンジ色で点灯するまでコン ト ロールボタンを押し続けます （約

15 秒程かかり ます）。 Status インディケータの位置については、 3 ページ 「ハード ウェアの

概要」 を参照して ください。

4. コン ト ロールボタンを離します。

5. Status インディケータが緑色で点灯します （1 分程かかる場合があ り ます）。ネッ ト ワークカ

メ ラは、 工場出荷時のデフォルト設定にリセッ ト されました。

6. IP アドレスの再設定を行ってください。

注意 ： • ネッ トワークカメ ラのデフォルトの IP アドレスは、 192.168.0.90 に設定されています。

• コン ト ロールボタンを利用してリセッ ト を行う と、 すべてのパラ メータがリセッ ト されま

す。 ［Setup］ - ［System Options］ - ［Maintenance］ の Restore ボタンを利用すると、 IP アド

レスをリセッ トせずに他のパラメータだけを工場出荷時の状態に戻すことができます。詳し

くは、 ユーザーズマニュアルを参照して ください。

設定ページ
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AXIS Q1755 ユーザーズマニュアル

AXIS Q1755 の詳しい設定方法については、ユーザーズマニュアルを参照して ください。ユーザー

ズマニュアルは、 製品に付属の CD または Axis のホームページ （www.axiscom.co.jp） からご覧

いただけます。
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